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緒　　　言

生まれたばかりの赤ちゃんから成人に至るまで、排泄に対する処理は不可欠なことである。現

在では、女性の生理用品や紙おむつには使い捨てのものが開発され、大変便利になり、生活の中

で必需品となっている。そして、より快適に過ごすために様々な製品が研究・開発され、市販さ

れている。

ナプキンが登場するまでの生理用品は、植物の草葉や使い古した衣類、紙、脱脂綿などが月経

の処理に使われていたが、現在のような生理用品の原形は1921年に発売された使い捨てナプキン

『コーテックス』と言われている1～2）。日本では、1961年にナプキンが発売され、それまで恥ずか

しいもの、隠すものとみなされていた生理処理に、革命がもたらされている3）。また、「おむつ」

は自分の着古した下着や浴衣などを分解して使用されていたが、1940年代半ばにドイツに経済封

鎖されたスウェーデンでは極端な綿布不足となり、おむつを作ることができなくなり、綿布から

紙を用いた紙おむつが考案されている4）。日本における紙おむつの歴史は、1977年にアメリカか

らおむつカバーとおむつの両方を兼ねる乳幼児用の「テープ型紙おむつ」が輸入・発売され、

1990年代に入ってパンツ型紙おむつが登場している。大人用紙おむつは、乳幼児用紙おむつより

遅れて開発され、1962年にクレープ紙を重ねた「フラット型紙おむつ」が誕生しているが、これ

はおむつカバーを必要とするものであった。1984年に高分子吸収材を使用して、１回の排泄に対

して１枚の紙で吸収できる紙おむつが開発され、1994年には高齢者の排泄自立を促す「パンツ型

紙おむつ」が登場している4）。
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衛生用品については、「不織布」の製造や応用に関する研究５）～8）、生理用品やおむつにおける

高分子吸収体の研究９）～10）、製品の性能や基本的な構造を発達させる研究11）、おむつに関する研究
12）～15）、教材としての紙おむつの研究16）などの様々な方面から研究が行われている。特に、生理用

品でも紙おむつでも肌触りや吸収面の研究開発には力が入れられている。

学校教育の中では、中学校「技術・家庭」の家庭分野における「家族と家庭生活」、高等学校

「家庭」における科目「家庭基礎」「家庭総合」「生活技術」において乳幼児や高齢社会について

学び、また女子の生理として初経や月経について小学校「体育」の内容「保健」、中学校「保健

体育」の保健分野、高等学校「保健体育」の科目「保健」において思春期における体の変化とし

てふれられているが、赤ちゃんの世話や高齢者介護に欠かせないおむつや生理用品の仕組みある

いは使用方法に関する記載は教科書にはほとんど見られない17）～53）。使い捨ての生理用品や紙おむ

つには、多種多様な製品が市販されている中でその構造や特徴を理解することは、豊かで快適な

生活を送るうえで必要なことである。

本研究では、成人を対象に市販の各種介護・生理用品118点を収集し、学校教育における教材

化も視野にいれて比較的簡便に測定できる寸法と、身体からの排泄物に対する性能を評価するた

めに最大吸水量の測定と吸水状態を観察することにより、各種製品の特徴について検討した。

研　究　方　法

１．試　料

市販の衛生用品として、女性の生理日に使用する生理用ナプキン57点、生理日以外に使用する

おりもの専用シート（パンティライナー等を含む）および尿吸収ライナー（女性用軽度尿失禁製

品）20点、大人用紙おむつ41点の計118点を対象にした。製品の分類一覧表を表１に示す。

生理用ナプキンは、使用する時間帯により「昼用」と「夜用」、経血量により昼用では「軽い

日」「ふつうの日」「多い日」、夜用では「ふつうの日」「特に多い日」「ショーツ型」に分類して

いる。

生理日以外に使用するおりもの専用シートでは「微香」「無香」、尿吸収ライナーでは尿量によ

り「微量用」（5cc）、「少量用」（15cc）、「中量用」（50cc）、「長時間用」（100cc）に分類している。

大人用紙おむつの分類は多岐にわたり、用途には主に病気の方やお年寄りを対象に、活動でき

る人が使用すると好ましいもの、寝たきりの人が使用すると好ましいものの2つに大別される。

その他、使用する人の運動量、個人差や着用する時間に合わせて自分に合った適切な大人用紙お

むつ選びができるようになっているが、今回は形状により「パンツ型」「テープ型」「パッド類」、

サイズによりＳ・Ｍ・ML・Ｌ・LL、対象者により「男性用」「女性用」「男女兼用」に分類して

いる。
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表１　　介護・生理用品分類一覧表

２．方　法

（１）寸法について

金属製の定規とメジャーを使用し、各種製品の中心部の幅と最長部の長さを測定した。生理用

ナプキン、おりもの専用シート、尿吸収ライナー、大人用紙おむつの「テープ型」「パッド類」

では最長部の長さ、生理用ナプキンの「ショーツ」型と大人用紙おむつの「パンツ型」では、製

品のゴム部であるウエストラインの前中心点から、股の部分を通ってウエストラインの後ろ中心

点までの長さを測定した。

また、大栄科学精器製作所の厚さ計を使用し、試料の中心部付近の荷重50gf/cm2における厚さ

を測定した。

（２）吸水性について

身体からの排泄物に対する性能を予測するために、実際の排泄物とは成分は異なるが容易に入

手できる水道水を用いて、吸収可能な量と着用感に影響を及ぼす吸収速度を取り上げた。

吸水量は、試料をおしりの丸みにみたてたボールの上に吊り下げ、中心部から水を落とし、水

を吸収しきれなかったものや横モレした時点の重さを測定し、吸水前後の重さから求めた。測定

には、島津製作所の電子上皿天秤を使用している。なお、ここでは使用した際に発生する圧力に

ついては考えないことにした。

吸水速度は、可変式反復分注器（Nichimate Stepper）を用いて一滴0.05ｍlの水を落とした時、

水滴が表面材から吸収されていく状態を観察した。

結果および考察

１．介護・生理用品の寸法ついて

（１） 幅、長さおよび厚さ

生理用ナプキンの「昼用」37点、「夜用」20点、おりもの専用シート16点、尿吸収ライナー4点、

大人用紙おむつの「パンツ型」14点（うち男女別２点）、「テープ型」7点（うち吸収帯付き4点、
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立体ギャザー付き３点）、「パッド類」20点の幅、長さおよび荷重50gf/cm2における厚さの平均値

と標準偏差を、表２に示す。

身体から排泄される状態が異なるため、用途に応じた寸法が設定されていることが認められる。

生理用ナプキンでは、使用する時間帯および経血量により幅、長さ、厚さが異なる。幅は、昼用

では経血量の多い日ほど段階的に約１cm広くなる。「ふつうの日」と「特に多い日」の夜用では

大差なく、「多い日」の昼用に近似した値を示している。長さは、経血量の多い日ほど段階的に

約3～4cm長くなり、使用時における姿勢が関係すると思われるが夜用は昼用よりも長い傾向を

示している。厚さは、「軽い日」の昼用を除いてばらつきがあり、最も薄い「軽い日」の昼用に

比べて、最も厚い「特に多い日」の夜用は平均値では約0.5cm厚くなっている。また、「ショーツ

表２　　介護・生理用品の用途別幅、長さおよび厚さの平均値と標準偏差

表３　羽根の有無による生理用ナプキンの寸法



服部・金丸：生理用品の寸法と吸水性に関する基礎的研究 5

型」の生理用ナプキンが市販されているが、ヒップをつつみこむため幅および長さは他のナプキ

ンよりも寸法は大きく、厚さは「特に多い日」の夜用と同じ程度である。

生理用ナプキンには下着とのずれを防ぐ目的で、長さ方向の中央に羽根（ウィング）のついた

タイプが市販されていることから、同一販売名の製品について羽根の有無による寸法の違いを、

表３に示す。長さと厚さに違いは認められないが、下着に固定するための羽根の折り方によるが、

「羽つき」のものは「羽なし」より幅が約１cm広い傾向を示している。

生理日以外に使用するおりもの専用シートでは、生理用品とは異なり「臭い」に対して工夫が

見られることであるが、「微香」「無香」による違いを除いて寸法上の差はほとんど認められない。

身体からの排泄量は少ないため、生理用ナプキン「軽い日」の昼用よりも、幅では約1.5cm、長

さでは約３cm、厚さでは約0.1cm、それぞれ寸法は小さくなっている。これに対して、同一販売

名の尿吸収ライナーでは尿吸収量の多いタイプほど幅は広く、長く、厚い。「微量用」と「長時

間用」を比較すると、尿吸収量95㏄の違いに対して幅7.5cm、長さ11cm、厚さ0.6cmほど、後者

の方が大きくなっている。また、生理用ナプキンの大きさと比較すると、「微量用」は「軽い日」

の昼用、「中量用」は「多い日」の昼用に相当する。

大人用紙おむつの寸法は、サイズ、型により異なる。生理用品よりも幅と長さにおいて大きい

値を示し、生理用ナプキンの「夜用」に近似した厚さを示している。平均値を比較すると、男女

兼用の「パンツ型」ではサイズに関係なく幅約21cm、厚さ約0.7～0.8cmに対して、長さ「Sサイ

ズ」67.2cmから「LLサイズ」74.6cmのように、サイズが大きくなるほど長く、男女別では男性

用の方が厚い傾向を示している。「テープ型」では、「吸収帯付き」はサイズに関係なく幅約

36cmに対して、「立体ギャザー付き」は「Sサイズ」25.5cm、「Lサイズ」32.4cmのようにサイズ

により約7cmの差がある。長さは「吸収帯付き」「立体ギャザー付き」ともに「パンツ型」より

長く、サイズが大きくなるにつれて長くなり、概して「Sサイズ」では70cm台、「Mサイズ」で

は80cm台、「Lサイズ」では90cm台となっている。厚さでは、「吸収帯付き」の方が「立体ギャ

ザー付き」よりも薄い傾向がみられ、それぞれのサイズによる違いはわずかである。これに対し

て、「パッド類」では幅と長さの標準偏差が大きいことから各種市販されていることがうかがえ

る。男性用よりも女性用の方が、幅広く長い傾向を示している。

（２）幅と長さの関係

各種製品の幅と長さの関係を、図１に示す。おりもの専用シート、尿吸収ライナー、生理用ナ

プキン、大人用紙おむつの順に幅および長さの値は大きくなり、製品の幅が広いほど長くなる傾

向が顕著である。

生理用ナプキンでは、用途により幅と長さの関係は異なり、幅は最小の「軽い日」の昼用

6.4cmから最大は「ショーツ型」の14.5cmまで各種存在する。幅に対する長さは、「軽い日」の昼

用では幅6.4、6.8、7.0cmに対して長さ17.0または17.5cm、「ふつうの日」の昼用では幅7.5～

10.0cmに対して長さ21.0cmまたは21.5cm、「多い日」の昼用では幅8.5～10.2cmに対して長さ
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23.0cm、24.0cm、27.0cmの三段階に集中している。「多い日」の夜用では、幅が広くなるほど長

くなる傾向を示し、「特に多い日」の夜用では長さ25cm～40cmの広範囲に分布している。

おりもの専用シートでは、幅4.8～6.0cmに対して長さは13.5cm付近と15.0cm付近に集中してい

る。尿吸収ライナーでは、表２でも示しているように尿量により幅は広く長さも長くなる。

大人用紙おむつでは、幅は「パッド類」の9cmから「テープ型」の41.6cmまで、長さは「パッ

ド類」の23.0cmから「テープ型」の96.3cmまで広範囲に分布している。全体では、幅が広くなる

ほど長くなる傾向を示すが、用途により特徴がみられる。「パンツ型」では、幅17.3 cm～18.5cm

に対して長さ約73.0cmと幅20.5～21.5cmに対して長さ63.0～77.0cmの範囲に分布している。また、

「テープ型」では幅30.0cm付近と40.0cm付近に集中し、その長さは73.0～96.0cmとなっている。

これら２つのタイプは幅よりも長さによる違いが大きい。「パッド類」では、幅9.0～32.0cmに対

して長さ23.0～63.0cmのように、幅および長さともに広範囲に分布している。

（３）幅と厚さの関係

各種製品の幅と荷重50gf/cm2における厚さの関係を、図２に示す。製品の用途により様相は

異なり、幅の広い場合には長さも長くなるが厚さは必ずしも厚くならない。股間部に使用する

図１　各種製品の巾と長さの関係

図２　各種製品の巾と厚さの関係
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ことを考慮すると、幅が広くかさ高いことは着用感として好ましくないことを反映している。

生理用ナプキンでは、幅6.4～14.5cmに対して厚さ0.13～1.03cmの広範囲にばらついている。

用途別にみると「軽い日」の昼用では幅6.4～7.0cmに対して厚さ0.17～0.37cmの範囲に集中して

いるのに対して、「ふつうの日」の昼用では幅7.5～10.0cmに対して厚さ0.13～0.79cm、「多い日」

の夜用では幅9.0～10.5cmに対して厚さ0.24～1.03cmにばらついている。

おりもの専用シートでは、幅4.8～6.0cmに対して厚さは0.09～0.21cmの狭い範囲に分布してい

るが、尿吸収ライナーでは長さと同様に幅が広くなるほど厚さも厚くなっている。

大人用紙おむつでは、幅15.0～41.6cmに対して厚さ0.34～1.45cmの広範囲にばらついているが、

「パンツ型」では幅20.5～21.5cmに対して厚さ0.59～0.86cmと、幅17.5cm～18.5cmに対して厚さは

それぞれ1.45、0.97cmのように一定の範囲に集中し、幅が広くなるほど薄い傾向を示している。

「テープ型」では「立体ギャザー付き」と「吸収帯付き」の違いによるものであるが、幅は

30.0cmと40.0cmの付近に集中し、前者の方が後者より厚い傾向を示している。「パッド類」では

幅9.0～32.0cm対して厚さ0.45～1.00cmのように広範囲に分布している。

（４）長さと厚さの関係

各種製品の長さと荷重50gf/cm2における厚さの関係を、図３に示す。製品全体にばらつきがあ

るが、長さ40cm付近までは長いものは厚い傾向が認められ、それ以上の長さに対して厚さは薄

くなる傾向を示している。

生理用ナプキンについては、「ふつうの日」の昼用では長さ約21.0cmに対して厚さ約0.13～

0.79cm、「多い日」の昼用では長さ23.0cm、24.0cm、27.0cmの三段階に対して、その厚さは0.16

～0.97cmの広範囲にそれぞれ分布している。「多い日」の夜用では長さ25.0～40.0cmに対して、

厚さ0.8cm付近に集中しているものが多い。

おりもの専用シートでは、長さ13.7～15.0cmに対して厚さは0.09～0.21cmのように比較的狭い

範囲に分布しているが、尿吸収ライナーでは長いものは厚くなっている。

大人用紙おむつについては、「パンツ型」では長さ約63～77cmに対して厚さ0.6～0.8cm付近、

図３　各種製品の長さと厚さの関係
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「テープ型」では長さ73.0～96.0cmに対して厚さ0.3～0.4cmと0.8～0.9cm付近に集中している。

「パッド類」では長さ23.0～63.0cmに対して厚さ0.45～1.00cmの範囲にばらついている。

２．介護・生理用品の吸水性について

（１）最大吸水量

身体からの排泄物に対する性能を評価するために最大吸水量を調べ、各種製品の平均値、標準

偏差、最大値および最小値を、用途別に表４に示す。当然ではあるが、製品の寸法が大きいもの

は吸水量も多くなる傾向を示している。しかし、ばらつきもみられる。

生理用ナプキンでは、使用する時間帯と経血量により最大吸水量は異なり、昼用よりも夜用、

経血量が多くなるほど最大吸収量も多くなる傾向を示す。平均値を比較すると、昼用では「軽い

日」22.52ｇ、「ふつうの日」62.02ｇ、「多い日」98.70ｇのように、「軽い日」と「多い日」に約76

ｇの差が生じている。夜用の「特に多い日」の平均値は125.05ｇを示し、昼用の「多い日」より

表４　介護・生理用品の用途別最大吸水量の平均値、標準偏差、最小値および最大値
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約26ｇ多く吸収する。また、「ショーツ型」では516.84ｇを示し、「軽い日」の約23倍、「特に多

い日」の約4倍に相当する。しかし、尿吸収ライナーの「長時間用」、大人用紙おむつより吸水量

は少ない傾向を示している。おりもの専用シートについては、生理用ナプキンと比較すると吸水

量は非常に少ない。試料数が異なることも考えられるが、平均値では「微香」5.1ｇ、「無香」

6.35ｇと約１ｇの差が生じている。尿吸収ライナーでは、設定された尿量が多ければ多いほど最

大吸水量も段階的に多くなり、設定された尿量と最大吸水量に対して「微量用」35.86ｇ、「少量

用」43.13ｇ、「中量用」232.95ｇ、「長時間用」589.10ｇをそれぞれ示し、「長時間用」は「微量用」

に比べて約550ｇも多く水を吸収する。また、最小の尿吸収量である「微量用」でも、おりもの

専用シートの約7倍の吸水量があり、近似したサイズの生理用ナプキン（「軽い日」の昼用）より

も吸水量は多い傾向を示している。

大人用紙おむつでは、生理用ナプキンやライナー等と比較して最大吸水量は非常に多く、ばら

つきも大きい。「テープ型」では、吸収帯付きと立体ギャザー付きに吸水量の差がみられ、「吸収

帯付き」の方が「立体ギャザー付き」よりも約500～600ｇ多く吸収することを示している。「パ

ッド類」では、男性用よりも女性用の方が約160ｇ多くなっている。男女兼用では、最小値

126.58gから最大値3290.12ｇのように製品により吸水量は著しく異なり、ばらつきの大きいこと

を示している。

各種製品の最大吸水量と幅、長さおよび厚さとの相関係数を、表５に示す。相関関係は、用途

により異なる。幅では「尿吸収ライナー」、大人用紙おむつの「パッド類」、長さでは生理用ナプ

キンの「ふつうの日」の昼用、「多い日」の夜用、「尿吸収ライナー」、大人用紙おむつの「パッ

ド類」、厚さでは生理用ナプキンの「軽い日」の昼用、「多い日」の夜用、「尿吸収ライナー」に

おいて正の高い相関係数を示している。

従って、生理用品の吸水量は、幅の広さには関係しないが、使用する時間帯と経血量により異

なり、「軽い日」の昼用では厚いタイプ、「ふつうの日」昼用では長いタイプ、「多い日」の夜用

表５　最大吸収量と幅、長さおよび厚さとの相関係数



10 福井大学教育地域科学部紀要 Ⅴ（応用科学　家政学編），43，2004

では長く厚いタイプは、それぞれ最大吸水量も多くなる。おりもの専用シートでは幅、長さおよ

び厚さと無関係であるが、尿吸収ライナーでは寸法の大きいタイプは最大吸水量も多い。大人用

紙おむつについては、「パンツ型」と「テープ型」では寸法と無関係であるが、「パッド類」では

幅の広いタイプあるいは長さの長いタイプは最大吸水量も多いことがうかがえる。

（２）水滴の吸水状態

身体からの排泄物が吸収される状態を評価するために、水滴を落として表面材から吸収されて

いく様子を観察し、その状態を用途別に表６に示す。

水滴がすぐに吸収されたもの（「なし」）は約73%、半球状となり吸収されたもの（「半球状」）

は約7%、球状になり徐々に吸収されたもの（「球状」）は20%に相当し、全体に水滴はそのまま

吸収される傾向がある。

特に、製品により吸水状態に差が生じたのは「おりもの専用シート」で、水滴を落としてその

まま吸収されたものから球状を保っているものまで存在する。また、大人用紙おむつの「パンツ

型」では「なし」の状態が100％に対して、「テープ型」では「球状」の状態が100％であり、タ

イプ別による違いが認められる。

３．教材としての可能性

今回は成人用の介護・生理用品を対象にしているが、その他乳幼児用紙おむつなど排泄の処理

に利用される製品は数多く市販され、インターネット等から用途・仕様（長さ）、適応対象、素

材、タイプといった製品情報も発信されている。例えば、環境に配慮した布用のナプキンなど新

製品の情報を得ることができ、新しい発見も期待できる。この10年余りの間に介護・生理用品は

日常生活の中に急速に浸透しているため、教材としてあまり注目されていないように思われるが、

比較的容易に測定できる手段を用いて製品の特徴を児童・生徒に理解させることは可能である。

表６　各種製品の吸水状態



服部・金丸：生理用品の寸法と吸水性に関する基礎的研究 11

また、身体からの排泄物の処理に対して各種製品の水等の吸収力は非常に重要な要素になると

思われるが、課題として使用後の紙おむつの処分がある。実際にはあり得ないことではあるが、

今回の実験では水がもれない量まで吸収させた時の重さを取り上げているため、重い物では１枚

あたり３㎏近くまで吸水できる。介護する側の手軽さや使用する側の安心感を重視するため、大

人用紙おむつには高い吸収力があるが、例えば水を吸収することにより使用後の製品は非常に重

くなり、かさ高くなる。介護する側にとっては、一般ゴミとして処理しづらいこともある。排泄

物の成分の中には水とは異なり不快な臭いを発生するものもあり、これら介護・生理用品を長期

間使用、放置することは衛生上好ましくない。さらに、今回は取り上げていないが、肌に直接ふ

れるものであることを考慮すると、肌触りへ及ぼす寸法や材質の影響を評価することも可能であ

る。購入する際には、経済的負担も大きいものがある。

以上のように、特に使い捨ての介護・生理用品を題材にする場合には、本来の目的である身体

からの排泄物に対する処理以外にも課題は多い。少子高齢社会における家族の一員として、これ

からの生活を快適で豊かなものにしていくためにも、人の一生を通して使用されるこれらの製品

の種類や特徴について学校教育の中で学ぶことは、将来育児や介護する立場からも必要ではない

かと考える。

結　　　語

本研究では、成人を対象にした必需品の一つである介護・生理用品の特徴を明らかにするため

に、市販の生理用ナプキン、おりもの専用シート・尿吸収ライナー、大人用紙おむつの計118点

について、各種製品の幅、長さ、厚さおよび最大吸水量の測定と吸水状態を観察した。その結果、

次のようなことが明らかとなった。

１）各種製品の寸法は、生理用ナプキンでは使用する時間帯、経血量により異なり、夜用は昼用

より幅が広く長く、経血量の多いタイプほど長く厚くなり、「羽つき」は「羽なし」より幅が約

１cm広い傾向を示す。おりもの専用シートでは香料の有無以外には寸法上の違いはほとんど認

められないが、女性用軽度失禁製品である尿吸収ライナーでは尿吸収量が多いタイプほど幅は広

く、長くそして厚い。大人用紙おむつの寸法は広範囲に分布するが、特にサイズが大きくなるに

つれて段階的に長くなる。

２）水を吸収できる量は、製品の寸法が大きくなるほど多くなる傾向を示し、用途により寸法と

の関係は異なる。生理用品では幅とは無関係であり、「軽い日」の昼用では厚さ、「ふつうの日」

の昼用では長さ、「多い日」の夜用では長さと厚さ、尿吸収ライナーでは幅と長さと厚さ、大人

用紙おむつでは「パッド類」の幅と長さとの間に正の相関関係が認められる。吸水速度について

は、水滴を落とすと表面材からそのまま吸収されるものが大半を占める。

３）介護・生理用品は本来の目的である排泄物に対する処理以外にも、ごみや経済的な負担など

環境問題、家庭生活全般にわたる課題に発展させることが可能な題材である。
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